
【令和７年度上期　顕彰先一覧  １０先】

助成先名 業　　種 助　成　事　由

（株）新日本リプラス 廃プラ製品製造業

≪最優秀賞≫

（株）アイスイノベーション 食料品小売業

（株）マリエッタ 受託開発ソフトウェア業

（株）ナラハラ・ニット ニット製外衣製造業

（株）小出製作所 建築金物製造業

（株）ポータークラシック 衣料品企画販売業

（株）ヘリックスジャパン 医療用機械器具製造

(有)橋自動車工業所 自動車車体等製造業

（株）シエエス化学工業 化学工業製品製造業

(有)中台製作所 宗教用具製造業

（神輿製造業）

「飲むかき氷　Chururu  Shaved　Ice」の開発を行ったもの。東京上野でかき氷専門店「四代目大野屋氷室」の店名で行列ので

きる人気店を運営しているが、地方などの来店できない方々にも同じ味・同じ風味のかき氷を食べてもらいたいという四代目代表

者の思いから考案したもの。氷は、独自の保存方法と温度管理によって氷本来の品質を保持した「生氷」を使用。決して冷凍せ

ず、マイナス10度前後に保ち、その日の諸条件に合った氷を選びとって切り出すこだわり。また、シロップはすべて当社の代表者

の創作で、これまでのラインナップは800種を超えているもの。2021年経済産業大臣賞受賞（氷業界・かき氷業界史上初）。各種

大手デパートのお中元ギフトでの販売。主なメディアでの出演は2024年日テレ「ミヤネ屋」・2025年TBS「THE　TIME」などに

出演している。

当社は不要になったプラスチックパレットやコンテナを買取、自社で回収、種類や色など自社工場で選別し、粉砕・洗浄・脱水加

工を施し再生材（再生チップ・ペレット）に再資源化しているもの。自社工場で完結できることから環境面で他社との差別化が図

れるもの。実施時期は平成13年にワンストップ循環型リサイクルモデルを構築し、現在に至っている。背景に至っては地球環境の

保護、資源の有効活用の観点から今後国内外で廃プラスチックの再生需要が高まると思い、循環型リサイクルモデルの構築が当社

の存在意義と考えたことから事業を立ち上げたもの。倉庫・物流業・小売業・食品業など幅広い業種からの買取実績は3,000社ほ

ど、再生チップ・ペレットの販売実績は20社ほどとなっている。世界的なリサイクル原料のニーズが高まっていることからマレー

シアに現地法人を設立。

杭工事の際に発生する汚泥を改良、産業廃棄物として処分することなく再生利用し環境改善、自然環境と調和した理想の地球を創

造するもの。杭工事の際に発生する汚泥は残土処理することが多いが、当社製造の科学工業製品「パルコート（木質系パルプス

ラッヂ灰を主成分とする無公害型土壌系固化材・改良材）」で残土を改良し、再生利用することでSDGsの観点からも社会貢献し

ているもの。令和5年度の産業廃棄物の種類別排出量は、汚泥が最も多く全体の42.2％（154,127千トン）と市場価値が高く、そ

の反面再生利用率が最も低く7.2％となっている。そのことから、当社の製品は潜在的価値が高く、日本全土の環境改善、100年先

も輝く地球環境のために貢献できる商品となっている。官公庁・大手ゼネコンからの知名度も高まっており、当社の製品が幅広く

使用されている。

行徳にて寛永元年（1848年）創業、「先代より受け継がれた伝統文化を時代とともに進化させ未来へとつなげる」を経営理念に掲

げ、神輿製造、保守、修繕を主業務とする法人。昨今、職人の高齢化や後継者問題により廃業が相次ぐ中、「神輿の町・行徳」に

おける最後の神輿製造業者として神輿文化を発信し続けている。平成30年7月に自社所有地に神輿ミュージアムを創設し無料で開

放。他、代表者は「行徳まちづくり協議会」の会長を務め「神輿の町・行徳」の伝統・文化に触れる機会を設け、街歩きイベント

の企画、景観まちづくりにも取り組み、行徳の歴史と文化を守る重要な役割を担っている。そうした活動から、テレビ東京「アド

街ック天国」では行徳エリア1位を獲得するなど、様々なメディアに取り上げられ、当社は行徳のランドマークとなっている。自

社の発展だけに留まらず、神輿文化の伝承や地域のブランディングに注力し、地域に貢献している企業である。

インターネットを利用した住宅設計サポートシステム。施主、業者、設計者、支店、本社、間取りに関係する方々をインターネッ

トで結ぶ建築に特化した業務支援ツール「WebCAD（Ver.15）INマイホームクラウド」の開発。専門知識がない初心者から専門

職の熟練者でも誰もが手軽に操作・利用できる建築図面システム。利用者からの意見を反映させるために、システム利用者からよ

り多くの意見を聴取、完成に至ったもの。①業界初の「リアルタイム高画質レンダリング」機能搭載、②3Dアイテムの種類の追

加、③マンションモードの搭載、④一般ユーザーから専門家まで幅広いニーズに対応。建築現場において、昨今の人手不足問題や

生産性向上が必須となっており、デジタル革命（DX）は喫緊の課題であることから、当社システムは業務プロセスを効率化させる

一端を担うことが期待される。

当社1957年創業、ベビー服・子供服のOEM生産を主要業務とする企業。2017年、日本製・オーガニックなど「こだわりや安全

性」「独自性」に力を入れ、子供が着やすいデザイン・ファッション性を持った自社ブランド「Chene」（シェヌ）を立ち上げ

た。自社ブランドの製造地である秋田県横手市から依頼を受け、ふるさと納税の返礼品としてりんごの葉・木の幹を使用した

100％天然素材の草木染め（リンゴ染め）にてSDGsに貢献した「ベビーギフト」を出品。色落ちの問題があるため洋服には化学染

料の使用が一般的だが、ベビー服・子供服に天然染料が使われるよう、安心・安全な子供たちの未来を目指している。また、自社

ブランドが成長することで、企業としてOEM生産と自社ブランドが将来の2本柱となることを描いている。「ベビーギフト」は企

業としてのSDGs貢献に取り組んでおり、助成申請に至ったもの。

災害時でも公共施設内で情報機器（スマホ・タブレット・その他端末）が充電できる蓄電池内蔵の電源ポールの開発を行ったも

の。蓄電池内蔵の電源ポールは、平時は空港等の公共施設利用者の情報機器の充電器として利用されているが、災害時は内蔵され

ている蓄電池を取り外し持ち運ぶことができ、通常のACアダプタの他、USBの接続口があるコンセントも備わっていることから利

便性は多大である。すでに羽田空港のロビーに設置されており多くの空港利用者が利用している。空港だけではなく多岐にわたる

公共施設や複合施設なども災害時の避難場所となっていることから、今後もかなりの需要が見込まれるもの。（特許第7083383

号）現在は、羽田空港第１～第３ターミナルに延べ1,000台設置済み。令和8年3月頃さらに羽田空港に200台設置予定。成田・徳

島・千歳空港に設置する計画。

2018年5月より販売開始、2023年8月に特許取得。体感重量が半減されるバッグ「ニュートン」の開発・改良・ラインナップの増

加を行った。リュック型バッグのショルダーストラップに鞄業界で初めて昭和西川㈱の敷布団で使用されている「ムアツ」素材を

採用。ストラップの効果によりバッグの重さが分散され、体感重量の半減に成功した。バッグ業界では、バッグそのものを軽量化

することを追及してきたが、代表者がムアツ敷布団に着目し、重さを分散することで体感重量を軽減できる本商品の開発に成功し

た。昭和西川㈱に使用許可を得ることの苦労や、ムアツ素材は厚みがあり縫製には高度の職人技が必要で、何度も試行錯誤し完成

に至った。当社は衣料品の企画販売を主業務としているが、本商品を開発したことで看板商品の一つとして業績に貢献している。

業界最高水準の水素・酸素発生量を誇り、安全性にも配慮された「水素吸入器」を開発。水素1600ml/分・酸素800ml/分、合計

2400ml/分の圧倒的な水素・酸素発生量を誇り、16時間の長期連続運転と人体への安全性が高いPEM型電解槽を使用。水素は糖尿

病・脳卒中・脳梗塞・心筋梗塞などの疾患や症状に対する効果効能の研究が行われており、睡眠改善・疲労回復などにも効果があ

るとSNS等で取り上げられている。2025年3月に販売開始、医療機関・クリニック等で20台の販売実績を持つ。現在は、山梨大学

大学院と共同でアスリートに対する水素ガス吸入の有効性についての研究や、くまもと免疫統合医療クリニック等の医療機関と共

同で「がん」の免疫法としての有効性についての研究等、水素ガスの働きの解明に取り組み、水素を活用し人の幸せと社会の進歩

に貢献している。

トラックの荷台およびトラックの荷台作業用安全装置（特許取得 特許第558383）の開発。当社はトラックの荷台制作、修理を行

う業者。主に大手自動車メーカーが販売したトラックの荷台をエンドユーザーの業種、使用用途に合わせた荷台架設を提供してい

るもの。開発内容は、①伸縮自在な伸縮支柱を設置、②荷台の煽りが2段に分割されていることで作業用足場ができる、③作業者

の出入りが自由にできるように前方部分両側に出入り扉も設置。当該特許を取得した背景は、建設業者（ゼネコン）から近年工事

現場での安全性の要求が高く、運搬会社に求める安全レベルが強まっており作業時の安全性確保の観点から、本商品の開発に至っ

たもの。高い技術力と手作業による製作は業界内で高い評価を得ており、同業他社との差別化が図られているもの。


